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総合型厚生年金基金への対応 

～加入事業所としての対応策を考える～ 
 

【日  時】 平成２２年６月４日（金）１４：００～１６：００ 

【場  所】 トーイク・ビジネスサポート セミナールーム（参加者には別途会場案内図をＦＡＸ） 

【費  用】 無 料 

【申込方法】 下欄「参加申込書」に必要事項をご記入の上､ＦＡＸにてお申込ください。(１社３名様まで) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＡＸ：０６－６４５９－１７０３ （番号違いにご注意ください）  

当該参加申込の情報は本フォーラム講師機関と共有利用いたしますが、本フォーラムのご案内以外の目的で利用することはありません。 
 

「総合型厚生年金基金への対応」（６／４）申込書（三竿行）～ 後日受付書をＦＡＸいたします 

会社名 ＴＥＬ 

ご住所 〒 ＦＡＸ 

受講者氏名 

Ｅ－ｍａｉｌ 

部署 

役職 

☆お問合せは、株式会社トーイク・ビジネスサポート 担当／森下 ＴＥＬ：０６－６４５９－１７０１ 

〒530-6128 大阪市北区中之島3-3-23 中之島ダイビル28 階 

1. 講師からのプレゼンテーション 

◆ 向井洋平 ◆ 株式会社 IIC パートナーズ 大阪事務所長 年金数理人 http://www.iicp.co.jp 
  京都大学卒、第一生命保険勤務を経て現職。退職給付会計業務や退職給付制度コンサルティング業務に従事。 
 

◆ 宮原英臣 ◆ オーヴァル・リスクマネジメント・サービシーズ 日本支社代表 http://www.oval-rms.com 

  京都大学卒、三菱商事、ソニー生命保険勤務を経て現職。企業年金コンサルタントとして約 100 社以上をサポート。 

2. 講師間、および参加者の皆様との質疑応答・意見交換 

厚生年金基金制度は昭和41年の制度発足以後、大企業を含めて成長を続けてきましたが、経済環境の変化

や退職給付会計の導入などを背景に「代行返上」が進み、現在残っているのは主に中小企業が共同で設立して

いる「総合型」厚生年金基金がほとんどとなりました。総合型厚生年金基金の中には財政状態が悪化していた

り、加入員数の減少など構造的な問題を抱えているところも少なくありませんが、各加入事業所にとって基金

の仕組みや財政状況を正確に理解し、把握して十分な対応を行うのは容易ではありません。 

今回のセミナーでは、2人の講師が異なる立場からこの問題に対するプレゼンテーションを行ったうえで、

参加者の皆様も含めた意見交換を行い、加入事業所としての対応策を考えていきたいと思います。 

【セミナープログラム】 


